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本研究は、コラーゲン Type-1-A（新田ゼラチン社 Cellmatrix）にマウス由来の C2C12筋芽細胞/初






























て弱いため、追加の架橋が必要となる[2]。本研究ではポリエチレンオキシド(CELLINK 社 CELLINK 
START)で構成された枠状の足場を作成し、その内部に事前に低温にすることで粘性を低下させたコラ

































法である。まず、2 つの粒子画像に共通の格子点を設定し、その格子点を基準に 1 枚目の画像に検査
領域、2枚目の画像に走査領域を設定する。次に、2枚目の走査領域から検査領域と同じ大きさの領域








 Fig.3、Fig.4 にバイオ 3D プリンタでアクチュエータを出力した直後の写真、CO2 インキュベータ
で分化させた後の写真、及び電気刺激により収縮した際の PIV 解析の結果を示している。Fig.3 では
足場とコラーゲンゲルが両方バイオ 3D プリンタで出力されているのに対して、Fig.4 ではコラーゲ
ンゲルのみピペットで流し込んでいる。Fig.3 と Fig.4 はどちらも初代培養細胞を使用しており、コ
ラーゲンゲルの細胞密度はそれぞれ 2.79×106cells/mLと 5.00×106cells/mLである。 
Fig. 3 足場、コラーゲンゲルともに BIOX で出力した結果  
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